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第75号

平成24年７月１日

発　　行

7月 1日現在の会員数 1,021 名

平
成
二
十
四
年
度「
第
五
十
二
回
通
常
総
代
会
」

を
去
る
五
月
十
七
日
午
後
六
時
よ
り
、
高
陽
町
商

工
会
館
二
階
ホ
ー
ル
に
て
総
代
総
数
百
名
の
う
ち

出
席
総
代
七
十
六
名
ほ
か
出
席
者
総
数
九
十
名
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
江
川
会
長
の
挨
拶
の
後
、
大

前
理
事
を
議
長
に
選
任
し
、
平
成
二
十
三
年
度
事

業
報
告
、
収
支
決
算
書
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業

計
画
案
、
収
支
予
算
案
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
等
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
江
川
寛
会
長
が
、
四
期
十
二
年
の
任

期
を
満
了
し
退
任
し
ま
し
た
。
白
木
町
商
工
会
と

の
合
併
を
は
じ
め
「
商
工
貯
蓄
共
済
加
入
促
進
事

業
」
に
お
い
て
は
日
本
一
に
導
き
、
昨
年
は
「
設

立
五
十
周
年
式
典
」
を
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

広
島
に
て
盛
大
に
挙
行
し
、
高
陽
町
商
工
会
こ
こ

に
あ
り
と
県
下
に
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

永
き
に
わ
た
り
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
こ

の
紙
面
を
か
り
て
、
江
川
会
長
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

退
任
理
事
は
江
川
会
長
の
ほ
か
、
朝
原
、
西
脇
、

奥
田
、
勝
武
、
吉
井
、
月
森
、
三
木
、
滝
口
の
九

理
事
が
退
任
さ
れ
、
功
績
を
称
え
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
新
会
長
に
は
副
会
長
の
大
下

秀
明
氏
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
議
事
終
了
後
、

来
賓
及
び
地
元
選
出
議
員
を
ま
じ
え
懇
親
会
に
移

り
、
退
任
理
事
を
た
た
え
、
新
任
理
事
に
期
待
を

よ
せ
て
新
任
の
高
地
副
会
長
の
中
締
め
で
午
後
九

時
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

記
事　

総
務
委
員　

坂
戸　

透　

総
務
委
員
会
報
告　

 
 

 
 

 
 

 

　
　
総
務
委
員
会
委
員
長　

大
前 

清
治



第75号

新
会
長
挨
拶  

 

大
下　

秀
明

こ
の
度
、
江
川
会
長

の
後
を
受
け
て
、
第
五

代
目
の
高
陽
町
商
工
会

長
に
就
任
を
さ
せ
て
頂

く
こ
と
と
な
り
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。
江
川
前
会
長

は
、
四
期
十
二
年
の
永
き
に
亘
り
、
高
陽
町
商
工
会
長
と

し
て
白
木
町
商
工
会
と
の
合
併
他
多
く
の
事
業
を
進
め
て

こ
ら
れ
ま
し
た
、
特
に
昨
年
度
は
高
陽
町
商
工
会
創
立

五
十
周
年
の
節
目
と
し
て
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
に
当
た

り
多
大
な
る
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
我
々
新
役
員
に
対
し
ま
し
て
大
所

高
所
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
助
言
を
頂
け
れ
ば
大
変
幸
い
に

存
じ
ま
す
。
永
い
間
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降

様
々
な
天
変
地
異
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
中
で
、
と
り
わ
け
小
規
模
零
細
企
業
の
多
い
商
工
会
に

と
っ
て
は
、
自
助
努
力
が
極
め
て
困
難
な
時
代
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
の
大
震
災
以
降
特
に
被
災
地
に
お
い

て
は
、
小
規
模
事
業
者
の
存
在
が
活
力
の
根
幹
で
あ
り
、

地
域
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
る
事
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
中
で
は
、
商
工
会
の
果
た
す
役
割
は
、
小

規
模
零
細
業
者
の
環
境
変
化
へ
の
柔
軟
な
対
応
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
当
商
工
会
に
お
い

て
は
、
商
工
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
活
用
を
計
り
、

事
業
を
再
評
価
し
今
後
の
地
域
と
商
工
業
者
の
在
る
べ
き

姿
を
検
討
し
、
事
業
成
果
の
検
証
を
す
る
手
法
を
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
経
営
指
導
員
の
地
域
担
当
制
を

導
入
し
、
会
員
事
業
者
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
会
員
の

た
め
に
な
る
高
陽
町
商
工
会
を
目
指
し
て
ゆ
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
高
陽
・
白
木
地
区
の
近
況
で
す
が
、
先
ご

ろ
発
表
さ
れ
ま
し
た
県
住
宅
公
社
の
高
陽
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
活
性
化
方
針
に
よ
り
ま
す
と
、
高
陽
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は

分
譲
開
始
か
ら
三
十
五
年
以
上
が
経
ち
、
六
十
五
歳
以
上

の
割
合
は
市
全
体
で
は
20
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
は
26
％
と
高
く
今
後
も
高
ま
る
見
通
し
と
の
事

で
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
住
宅
公
社
で
は
、
子
育
て

支
援
、
若
者
の
定
住
化
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
活

性
化
等
を
基
本
ベ
ー
ス
に
日
常
生
活
を
支
援
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
又
、
フ
ッ
ト
サ
ル
チ

ー
ム
が
当
地
区
に
あ
り
ま
す
安
佐
北
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
と
し
て
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
既
に
日
本
リ

ー
グ
に
加
盟
し
全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、

全
国
か
ら
高
陽
町
に
人
々
が
集
ま
り
往
来
す
る
こ
と
に
よ

り
高
陽
町
は
も
と
よ
り
白
木
町
の
活
性
化
が
図
れ
る
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多
方
面
と
も
連
携
を

と
り
な
が
ら
、『
会
員
の
、
会
員
に
よ
る
、
会
員
の
た
め

の
高
陽
町
商
工
会
』
の
発
展
に
繋
げ
て
行
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

前
会
長
挨
拶  

 

　
　
　

江
川　

寛

平
成
十
二
年
五
月
、
会
長

就
任
以
来
十
二
年
間
会
長
の

職
を
全
う
出
来
た
の
も
役
職

員
・
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な

る
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、

紙
面
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

十
二
年
間
は
、
商
工
会
の
合
併
・
人
事
の
一
元
化
等
、
変
革
の

時
代
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
就
任
当
時
は
、
市
町
村
合
併
に

伴
い
商
工
会
の
合
併
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
、
現
実
に
合
併
が
急
速
に
進
み
ま
し
た
。
当
商
工
会
も
、
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
、白
木
町
商
工
会
と
合
併
し
、新
生
「
高

陽
町
商
工
会
」
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
十
月

に
は
、
合
併
効
果
の
お
陰
で
商
工
貯
蓄
共
済
加
入
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
て
二
年
連
続
広
島
県
一
位
、
及
び
日
本
一
の
表
彰
も

受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
四
年
一
月
に
は
、
設
立

五
十
周
年
記
念
式
典
を
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
開

催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
、
歴
代
の
会
長
・
役
員
・

先
輩
会
員
・
職
員
の
皆
様
の
築
か
れ
た
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
我
々
、小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
商
工

会
に
も
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
大
下
新
会
長
の
も
と
、
一

致
団
結
を
さ
れ
高
陽
町
商
工
会
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
、
会
員
企

業
、
そ
し
て
役
職
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
・
御
多
幸
を
御
祈
念
申

し
上
げ
、
退
任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
本
当
に
永
い
間
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



第75号

深　川 狩　小　川

倉掛・亀崎真亀・落合東

落　合

口田東口　田

白　木

青年部女性部

新総代及び役員名簿
地　　　区 新役員氏名 定数 新総代氏名 地　　　区 新役員氏名 定数 新総代氏名

狩小川　　定数 3 小野　慎治 13 朝原　健三 滝口　恒明 川上　征英 口田東　　定数 4 今田　正志 14 後藤　和彦 生田　義信 伊藤　敏雄
新村　正則 高川　良雄 田上　克彦 新村　正則 生田　義信 今田　正志 米澤誠一郎 江川　　 寛
宮田　昌明 葉畑　伸一 松井　次男 宮田　昌明 髙木　和夫 髙木　和夫 佐藤　誠治 桑野　秀成

柚川　耕三 小野　慎治 新本　清志 佐藤　誠治 今田十三雄 小西　忍子 岡田　　毅
小川　正富 上川内道寛 山本　義弘

深　川　　定数 3 大下　秀明 12 岩田　輝彦 大下　秀明 沖　　　剛 口　田　　定数 4 木戸　経康 14 竹下　達矢 上田　英三 臼井　紀彦
水口　弘士 高木　宏樹 川西　智子 桑迫　豊三 上田　英三 越智　兼光 川原　欽司 木戸　経康
向井　文武 松村　信行 水口　弘士 向井　文武 田邊　明利 大上免十三郎 松野　知廣 田邊　明利

平田ミチエ 栗原　勝之 細沖　秀文 山本　靖則  藤原八十生 満井　宏昭 吉井　俊治
倉　掛　　定数 3 丸山　   修 11 丸山　　 修 大瀬戸  惇 藤堂　邦夫 山本　靖則 重森潤太郎
亀　崎 大瀬戸  惇 西脇　 　篤 竹岡　義信 樽本　 　訓 白木町　　定数 4 高地　弘美 16 高地　弘美 畠山　重識 三木　清森

松本　眞一 佐々木　守 竹内　清純 藤田　　 勝 石飛　太士 石飛　太士 森川　文男 下岸　良人
松本　眞一 中野　逸人 永井　拓也 奥崎　正三 小原　和俊 加藤　厚彦

真　亀　　定数 3 坂戸　　 透 10 沖田　龍一 沖　　詳夫 高西　太志 佐々木敏哉 永井　拓也 佐々木章文 山縣　昭二
落合東 沖田　龍一 松岡　明正 糸井健太郎 亀井　新次 佐々木敏哉 楢﨑　則明 向井　正二

亀井　新次 田中　　宏 坂戸　　透 富永　敏弘 山本　　保
新川　一良 青年部　　定数 1 松下 　　仁 1 松下 　　仁

落　合　　定数 2 大前　清治 8 池本　年文 大前　清治 岡田　廣治 女性部　　定数 1 大瀬戸紫苑子 1 大瀬戸紫苑子
池本　年文 加藤　義都 中野　隆治 中尾　睦子

合　計　　定数28 100
見藤　敏晴 平本　光由

各地区から選任された新役員の顔ぶれ

　役員選出の流れ（任期三年）

総代98名を選出

各地区集会
（原則小学校単位 小学区の場合複数集約）

役員26名を選出

総代会にて
総代98名の中から

青年部・女性部 各 1名 青年部・女性部 各 1名

総代100名選出 役員28名選出

会長、副会長2名
監事2名
理事23名決定

役員28名で構成
役 員  会

白　木

会長
大下　秀明

副会長
木戸　経康

副会長
高地　弘美

理事
新村　正則

理事
小野　慎治

理事
宮田　昌明

理事
水口　弘士

理事
丸山　　修

理事
大瀬戸　惇

理事
松本　眞一

理事
坂戸　　透

理事
沖田　龍一

理事
亀井　新次

理事
大前　清治

理事
池本　年文

理事
生田　義信

理事
髙木　和夫

理事
佐藤　誠治

理事
今田　正志

理事
山本　靖則

理事
田邊　明利

理事
石飛　太士

理事
永井　拓也

理事
佐々木敏哉

理事
松下　　仁

理事
大瀬戸紫苑子

監事
向井　文武

監事
上田　英三



本年度の部会・委員会の行事予定本年度の部会・委員会の行事予定
青 年 部 
・高陽中学校職場体験受入れ実施　７月
・三篠園夏まつり　８月２５日（土）
・安佐地区懇親事業　１０月
・家族レクレーション　１１月
・ＯＢ交流会　１２月
女 性 部 
・婚活パーティー  ７月２２日(日)　及び12月２日（日）
・研修会・マネープランについて　8月22日(水)

・三篠園夏まつり　８月25日(土)
・安佐地区商工会女性部共同講習会　９月１９日(水)
・研修旅行　11月５日(月)～６日(火)
工 業 部 
・企業訪問　本年度２回実施予定
・視察研修　開催日程及び詳細未定
商 業 部 
・こうよう･しらき産直市　１１月３日（祝）
　　　　　フジグラン高陽ふれあい広場

まちづくり・新事業策定委員会 
・スマートインターチェンジの調査研究事業実施
総務委員会 
・総代、青年部・女性部役員交流会
　　　　　グランドゴルフ　９月２２日（土）
・役員研修会　成功事例先進地研修　１１月
・新年互礼会・新春講演会　１月17日（木）17:30～
広報委員会 
・商工会だより　年３回発行　7月・11月・2月

女
性
部
報
告　

 

女
性
部
部
長　

大
瀬
戸
紫
苑
子

 　

平
成
二
十
四
年
度　

女
性
部
通
常
総
会
開
催

　

第
四
十
三
回
女
性
部
通
常
総
会
が
去
る
四
月

二
十
三
日
（
月
）、
高
陽
町
商
工
会
会
館
二
階

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
事
業
報
告
や

決
算
書
の
承
認
、
新
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に

予
算
書
案
の
承
認
、
更
に
は
役
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
な
ど
を
審
議
し
、
実
質
的
な

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
部
員
四
十
三
名
が
出
席
の
も
と
、

慎
重
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
報
告
の
な

か
で
は
、
部
員
の
新
規
加
入
に
よ
る
純
増
の
報

告
な
ど
う
れ
し
い
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

女
性
部
の
今
ま
で

の
功
績
を
讃
え
て
、

中
国
経
済
局
長
表

彰
を
授
賞
し
た
報

告
も
重
な
り
、
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
に
参

加
の
皆
さ
ん
も
に

こ
や
か
な
雰
囲
気

の
総
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
も
、
事
業
と

し
て
結
婚
活
動
を

女
性
部
が
手
掛
け

て
、
地
元
の
街
を
活
性
化
し
よ
う
と
意
気
込
ん

で
い
ま
す
。
今
の
女
性
部
の
雰
囲
気
で
は
何
で

も
出
来
る
と
い
う
感
触
を
、
部
員
一
人
一
人
実

感
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、「
商
工
会
に
女
性
部
在
り
」
の
心
意

気
で
皆
さ
ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

記
事　

女
性
部
部
長　

大
瀬
戸　

紫
苑
子

部会・委員会組織　メンバー表　
　( 網掛けの方は新任役員・新任総代　敬称略順不同 )

　○印所属新メンバー　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 24年 6月 14日現在

部　　　　　　　会 特　別　委　員　会

工　業　部 商　業　部 まちづくり・新事業策定委員会 広報委員会 総務委員会

氏　名 区分 新 地区 氏　名 区分 新 地区 氏　名 区分 新 地区 氏　名 区分 新 地区 氏　名 区分 新 地区

担当副会長 木戸　経康 ○ 口田 高地　弘美 白木町 木戸　経康 口田 高地　弘美 ○ 白木町 木戸　経康 ○ 口田

部長・委員長 山本　靖則 役員 口田 池本　年文 役員 落合 沖田　龍一 役員 真・落東 佐藤　誠治 役員 口田東 大前　清治 役員 落合

副　　〃 田邊　明利 役員 口田 小野　慎治 役員 狩小川 宮田　昌明 役員 狩小川 上田　英三 役員 口田　 丸山　   修 役員 倉・亀

副　　〃 吉井　俊治 総代 口田 大瀬戸  惇 役員 倉・亀 水口　弘士 役員 深川 石飛　太士 役員 白木町

部員・委員 向井　文武 役員 深川 松本　眞一 役員 倉・亀 今田　正志 役員 口田東 生田　義信 役員 口田東 坂戸　 透 役員 真・落東

　　　〃 朝原　健三 総代 狩小川 大瀬戸紫苑子 役員 女性部 栗原　勝之 総代 深川 葉畑　伸一 総代 狩小川 髙木　和夫 役員 口田東

　　　〃 滝口　恒明 総代 狩小川 川西　智子 総代 深川 加藤　義都 総代 落合 松下　　仁 役員 ○ 青年部

　　　〃 新本　清志 総代 狩小川 桑迫　豊三 総代 深川 楢﨑　則明 総代 白木町 新村　正則 役員 ○ 狩小川

　　　〃 松岡　明正 総代 真・落東 西脇　　篤 総代 倉・亀 松野　知廣 総代 ○ 口田 永井　拓也 役員 ○ 白木町

　　　〃 田中　　宏 総代 真・落東 見藤　敏晴 総代 落合 重森潤太郎 総代 ○ 口田

　　　〃 岡田　廣治 総代 落合 上川内道寛 総代 口田東

　　　〃 藤原八十生 総代 口田 臼井　紀彦 総代 口田　

　　　〃 山本　 保 総代 白木町 平田 ミチエ 総代 ○ 深川

　　　〃 向井　正二 総代 白木町 藤堂　邦夫 総代 ○ 倉・亀

　　　〃 亀井　新次 役員 ○ 真・落東 小西　忍子 総代 ○ 口田東

　　　〃 佐々木敏哉 役員 ○ 白木町

　　　〃 竹下　達矢 総代 ○ 口田

職員正担当 大原　弘典 ○ 熊谷　典行 大原　弘典 ○ 堂脇　成人 堂脇　成人

職員副担当 児玉　宏文 大上　恵子 熊谷　典行 大原　弘典 ○ 児玉　宏文

 　

世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品　

手
芸
教
室

女
性
部
の
手
芸
教
室
を
、
今
年
か
ら
通
年
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜

日
に
開
催
す
る
教
室
に
は
、
毎
回
熱
心
な
女
性

部
員
十
数
名
が
参
加
。
今
年
度
も
白
木
に
あ

る
喫
茶
「
待
夢
」
の
岸
恭
子
氏
が
講
師
役
と

な
り
、
今
回
は
兎
の
人
形
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

同
じ
教
材
を
使
用
し
て
作
成
し
て
も
、
作
成

者
一
人
一
人
の
思
い
や
性
格
が
違
え
ば
出
来
栄

え
も
千
差
万
別
。
と

は
い
っ
て
も
、
し
っ

か
り
愛
情
の
こ
も
っ

た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

作
品
が
出
来
上
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
参

加
者
は
、
手
塩
に
か

け
て
、
作
品
に
集
中

し
て
作
成
し
て
い
ま

す
。
出
来
栄
え
は
、

乞
う
ご
期
待
。

次
回
は
、
何
を
作
る
の
か
、
楽
し
み
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
是
非
、
参
加
し
て
み
て
は
如
何
で

す
か
。
参
加
希
望
の
方
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
務
局　

８
４
２
―
０
１
８
６　

記
事　

女
性
部
副
部
長　

平
田
ミ
チ
エ　

  

青
年
部
報
告　
青
年
部
部
長　

松
下　

仁

青
年
部
総
会
開
催

新
青
年
部
長
の
松
下
で
す
。

平
成
二
十
四
年
四
月
十
六
日
第
43
回
高
陽
町

商
工
会
青
年
部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
役
員

改
選
に
伴
う
役
員
選
任
と
と
も
に
平
成
23
年
度

事
業
報
告
、
収
支
決
算
書
に
つ
い
て
審
議
、
承



認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
で
新
た
に

部
長
の
ご
指
名
、
承
認
を
頂
き
ま
し

た
。総

会
終
了
後
卒
業
生
へ
感
謝
状
を

送
り
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
５
名

の
卒
業
生
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

今
年
は
今
ま
で
先
輩
方
に
作
っ
て

い
た
だ
い
た
事
業
と
青
年
経
営
者
と

し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に

勉
強
会
の
開
催
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
ま
す
。「
最
近
青
年
部
元
気
だ
ね
」

と
皆
様
に
言
わ
れ
る
青
年
部
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
応

援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
青
年
部
で
は
一
緒
に
青
年
部
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
る
新
入
部
員
を
大
募
集
中
で
す
。

三
年
の
任
期
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
青
年
部
部
長
と
し
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
の
で
青
年
部
メ
ン
バ
ー
共
々
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

記
事　

青
年
部
部
長　

松
下　

仁　

桜
の
手
入
れ

五
月
二
十
七
日
（
日
）、
青
年
部
の
先
輩

方
が
欽
明
鉱
山
跡
に
植
樹
さ
れ
た
桜
の
手

入
れ
を
行
な
い
ま
し
た
。
O
B
の
方
に
も

ご
協
力
頂
き
下
草
刈
、
肥
料
散
布
を
施
し

ま
し
た
。
終
了
後
の
懇
親
会
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

来
春
の
満
開
の
桜
を
見
る
の
が
楽
し
み

で
す
。

ご
参
加
頂
い
た
皆
様
、
日
曜
日
の
実
施
、

ま
た
暑
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
ご
協
力
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
共
青
年
部
活
動
へ
の
ご
参
加
、
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

記
事　

青
年
部
副
部
長　

葉
畑　

伸
一　

青
年
部
視
察
旅
行

こ
ん
に
ち
は
、
㈱
ミ
ツ
イ
塗
料 

満
井
で
す
。

こ
の
度
青
年
部
で
六
月
十
六
日
、
十
七
日
の
土
・
日
二
日
間
で
青

年
部
研
修
視
察
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。 

場
所
は
、
四
国
で
参
加
人
数
は
13
名
。
初
日
は
雨
。
雨
の
中
、
徳

島
の
か
ず
ら
橋
に
。
意
外
な
人
が
わ
た
る
の
を
怖
が
っ
て
い
た
の
で

お
も
し
ろ
か
っ
た
な
ぁ
。
H
氏
、
O
氏
な
ど
（笑）

そ
の
後
四
国
自
動
車
博
物
館
に
。
こ
の

博
物
館
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ラ
ー
リ
、
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
な
ど
の

高
級
な
旧
車
が
勢
揃
い
！
思
わ
ず
パ
チ
パ

チ
写
真
撮
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

旅
館
は
、
土
佐
御
苑
と
い
う
と
こ
ろ
。

ま
ず
風
呂
に
入
り
、
宴
会
。
今
ま
で
の
青

年
部
活
動
の
昔
話
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

し
ま
し
た
。

二
日
目
、
青
年
部
の
日
頃
の
行
い
の
た

め
天
候
は
晴
れ
。
朝
か
ら
日
曜
市
へ
。

土
佐
の
日
曜
市
は
元
禄
三
年
以
来
、
三
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
ら
し
い
。
想
像
よ
り
店
の
数
は
多
く
て
、
結
構
大
規
模
で
お
ど
ろ

い
た
。

そ
の
後
、
み
ん
な
で
高
知
城
へ
。
天
守
閣
に
登
り
高
知
市
内
を
一

望
。
実
に
い
い
眺
め
で
し
た
。

そ
の
日
の
お
昼
は
鰹
の
炙
り
体
験
ラ
ン
チ
、
お
ば
ち
ゃ
ん
が
指
導

し
て
く
れ
自
分
で
鰹
を
炙
る
は
じ
め
て
の
体
験
だ
っ
た
が
、
こ
の
鰹

が
絶
品
！
ほ
ん
ま
う
ま
か
っ
た
ー
。

そ
の
後
桂
浜
へ
土
佐
闘
犬
セ
ン
タ
ー
で
闘
犬
の
戦
い
を
初
め
て
見

ま
し
た
。

こ
ん
な
研
修
旅
行
で
し
た
。

今
回
は
私
自
身
の
高
陽
町
商
工
会
青
年
部
の
卒
業
旅
行
。

今
ま
で
の
青
年
部
の
行
事
の
辛
い
事
、
楽
し
い
事
な
ど
色
々
あ
り

ま
し
た
が
ど
れ
も
い
い
思
い
出
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
青
年
部
O
B
と
な
り
ま
す
が
高
陽
町
商
工
会
青
年
部
の
繁

栄
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

高
陽
町
商
工
会
青
年
部
、
あ
り
が
と
う
！ 

記
事　

青
年
部
O
B　

満
井　

宏
昭　

現在「商工会の共済制度　かがやき」のキャンペー
ンを実施しています。
是非、この期間中にご加入頂き福利厚生の充実にご利用下さい。
・キャンペーン期間　　６月２５日～７月３１日
・選べる４タイプ　１型 (生命 ) Ⅱ型 ( 傷害 ) Ⅲ型 ( 医療 )　
  Ⅳ型 ( きらり )
・充実の２４時間保障　　
  就業中のけがや休日の時も病気の時も２４時間保障
・通院１日目からの保障。 ( １型を除く )
皆様のもしかの時にセーフティーネットとしてバック
アップします。
ご相談等ご希望の方、ご連絡下さい。説明にお伺
いします。お待ちしています。
お問い合わせ・・・
商工会事務局 ℡８４２－０１８６

皆様のもしかの時にセーフティーネットとしてバック

   　　　　　　　　前売り入場券斡旋販売ご案内

　《お菓子の博覧会で広島県の経済を活性化させよう！！》
◆日本最大のお菓子の祭典「全国菓子大博覧会」が広島で行われます。
　・明治 44年（1911 年）「第 1回帝国菓子飴大品評会」からスタート。
　・ほぼ 4年に 1度全国各地で開催。
　・広島は大正10年「第4回全国菓子飴大品評会」以来92年ぶり2回目の開催。
◆開催期間：平成 25年 4月 19日（金）～ 5月 12日（日）
◆会　　場：旧広島市民球場跡地及び広島県立総合体育館とその周辺。
◆来 場 者：80万人予定･･･総予算 16億円　→　経済波及効果 150 億円。
◆第 1期前売り券販売中･･････平成 24年 9月 30日まで
　・大人当日券　２，０００円　→　第 1期前売り価格１，５００円
　・シニア当日券１，６００円　→　第 1期前売り価格１，２００円　
しかも特典あり　①抽選にてホテル宿泊券や食事券が当たります。

②県内の観光施設等で入場券提示すると割引あり。
《このチャンスにお買い求め下さい！！》･････高陽町商工会で斡旋販売中！！
※前売り価格及び特典内容等詳細は同封のチラシ・特典案内をご覧下さい。



大下　秀明

第75号

新入会員紹介　（入会期間　２４年２月２５日～２４年６月２０日）
事　業　所　名 代　表　者 業　　　種

本多農園 本　多　明　美 野菜卸売業
小　田　利　邦 小　田　利　邦 他に分類されない職別工事業
みやけ農園 三　宅　祐　二 野菜卸売業
木下木工所 木　下　孝　男 木製家具製造業
ヒロシ均整療院 升　尾　　　浩 その他の療術業
雅工務店 吉　岡　雅　人 大工工事業
宗　像　智　五　 宗　像　智　五 不動産管理業
炭火焼鳥ｂｕｌｌ 赤　尾　政　美 飲食店
介護タクシーくちた 茅　嶋　純一郎 一般乗合旅客自動車運送業
藤井塗装 藤　井　　　亮 塗装工事業
大江工業 大　江　純　也 鉄筋工事業
㈲ＡＧＳ広島 橋　本　勝　彦 総合リース業
沖　田　英　次 沖　田　英　次 大工工事業
ミュージックウイング広島 田　坂　満　史 楽器小売業
クリーンメンテナンス１０１ 戸　井　辰　寿 ビルメンテナンス業
花　本　忠　相 花　本　忠　相 造園工事業
岩　本　武　男 岩　本　武　男 建築設計業
岩　地　克　己 岩　地　克　己 機械設計業
広島市信用組合戸坂支店 支　　店　　長 信用協同組合
㈱アセダック 阿瀨田　久実子 教育，学習支援業
佐々木　徳　樹 佐々木　徳　樹 電気通信工事業
小田内装 小　田　穂　圓 内装工事業
㈲アンベルストレイディング 平　山　茂　雄 婦人服小売業
税理士法人　中村会計 中　村　智　広 税理士事務所
カラオケひろ 大　平　　　博 カラオケスナック
㈲フジ技研 工　藤　正　美 キッチン・バス取付
ゆい助産院 真　鍋　明　子 助産、食品・衣類販売
中華そば　まる 中　冨　　　昇 飲食業（中華そば）
たかはし小児科アレルギー科クリニック 高　橋　明　裕 小児科・アレルギー科
近藤造園 近　藤　博　之 造園設計施工、庭木手入
住まいるショップ 赤　嶺　公　生 不動産仲介業

事
務
局
報
告　

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

　
　
　
事
務
局
長　

堂
脇 

成
人

　

店
舗
移
転
の
お
知
ら
せ

国
民
生
活
事
業
は
、平
成
二
十
四
年
五
月
一
日
（
火
）

か
ら
、
次
の
店
舗
に
て
営
業
し
て
お
り
ま
す
。

（
な
お
、
新
店
舗
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）
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日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
　

広
島
支
店　

国
民
生
活
事
業
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５
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（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
普
通
貸
付
の
金
利
】　
　
　
　

２
．
05
％

【
マ
ル
経
貸
付
の
金
利
】　
　
　

１
．
75
％

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
を
、
ご
利
用
下
さ
い
。

Ｈ
24
・
7
・
11
現
在

事　務　局　職　員　紹　介

事務局長
堂脇 成人
狩留家地区担当

課長 経営指導員
児玉 宏文
倉掛・亀崎
口田東地区担当

課長補佐 経営指導員
大原 弘典
落合 口田 
上深川地区担当

経営指導員
大上 恵子
深川真亀・落合東
地区担当

経営指導員
熊谷 典行
白木 小河原
地区担当

補助員
中野 政恵
（白木支所）

補助員
永田 八千代

記帳指導職員
上田 良子
（白木支所）

記帳指導職員
濱田 順子

　

新
任
ご
挨
拶　

経
営
指
導
員　

大 

原 

弘 

典　

　

こ
れ
ま
で
、
沼
田
町
商
工
会
・
可
部
町
商
工

会
・
佐
東
町
商
工
会
・
広
島
安
佐
商
工
会
（
佐

東
支
所
）・
祇
園
町
商
工
会
と
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
の
度
平
成
二
十
四
年
四
月
よ
り
高

陽
町
商
工
会
に
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
い
ず
れ
の
商
工
会
も
そ
れ
ぞ
れ
動

き
方
や
や
り
方
が
違
い
、
戸
惑
う
事
ば
か
り
で

し
た
。

　

高
陽
町
商
工
会
も
そ
う
で
す
が
、
新
米
で
事

務
所
の
何
処
に
何
が
あ
る
の
か
、
業
務
を
行
な

う
に
し
て
も
、
ど
こ
か
ら
手
を
付
け
れ
ば
良
い

の
か
、
流
れ
が
良
く
分
か
ら
ず
苦
戦
し
て
お
り

ま
す
。

　

管
内
の
道
路
も
ま
だ
把
握
し
て
い
な
い
為
、

地
図
を
頼
り
に
会
員
さ
ん
の
所
に
お
伺
い
し
よ

う
と
し
て
も
、
す
ぐ
そ
ば
ま
で
来
て
い
る
の
に

な
か
な
か
行
き
着
け
な
い
よ
う
な
状
況
で
、
会

員
の
皆
様
及
び
職
員
の
方
々
に
も
ご
迷
惑
を
お

掛
け
す
る
事
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
一

日
で
も
早
く
高
陽
町
商
工
会
の
流
れ
に
慣
れ
、

今
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
、
会
員
の
皆
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導･

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広島トランヴェールビル 3F

地下街シャレオ直結
日本政策金融公庫 広島支店

そごう
広島商工会議所

原爆ドーム

至 広島城 至 白島

至 

西
広
島

至 

広
島
駅

中
央
通
り

鯉
城
通
り

至 市役所前

広島県庁

相生通り

平和大通り

転出　上戸 昭吾　広島県央商工会へ
転入　大原 弘典　祇園町商工会より


